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C O N T E N T S 　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
に
は
、
古

代
か
ら
人
々
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
に
は
本
庄
宮
内
少
輔
実
忠
が
こ
の

地
に
本
庄
城
を
築
き
、
そ
の
後
城
下
町
と
し
て

栄
え
、
江
戸
時
代
は
中
山
道
最
大
の
宿
場
町
と

し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

南
西
部
は
５
０
０
m
級
の
山
が
連
な
る
自
然

あ
ふ
れ
る
地
で
す
。
秩
父
郡
と
の
分
水
嶺
を
な

す
山
々
を
源
流
と
す
る
小
山
川
が
中
央
を
流
れ
、

利
根
川
に
注
い
で
い
ま
す
。

　

勇
壮
な
本
庄
ま
つ
り
を
は
じ
め
伝
統
を
守
る

祭
り
の
数
々
。
街
に
佇
む
歴
史
的
建
造
物
。
山

里
に
点
在
す
る
由
緒
あ
る
寺
社
。
森
林
や
湖
の

心
癒
す
自
然
の
風
景
…
。

　

本
庄
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
旅
に
出
か
け
ま

せ
ん
か
。



懸
魚
な
ど
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
明
治
５
年
か
ら
大
正
13

年
ま
で
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、

百
年
の
歴
史
を
誇
る
絢
爛
豪
華
な

山
車
が
巡
行
す
る
様
子
は
ま
る
で

時
代
絵
巻
を
見
る
よ
う
で
す
。

　

市
内
金
鑚
神
社
の
附
祭
り
と
し
て
毎
年
11
月
２
・
３
日
に
開
催

さ
れ
る
「
本
庄
ま
つ
り
」
は
、
中
山
道
一
の
山
車
祭
り
と
よ
ば
れ

て
い
ま
す
。
10
基
の
山
車
が
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
奏
で
る
笛
と

太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
晩
秋
の
中
山
道
を
優
雅
に
巡
行
し
ま

す
。
10
基
の
内
８
基
は
市
指
定
文

化
財
で
、
江
戸
型
の
形
式
を
残
し
、

伊
達
柱
の
精
緻
な
登
り
龍
・
降
り

龍
の
彫
刻
、
豪
華
な
刺
繍
が
施
さ

れ
た
二
重
幕（
下
幕
）や
三
重
幕（
上

幕
）、
有
名
作
家
の
手
に
よ
る
人
形

も
あ
る
山
車
人
形
、
豪
華
な
鬼
板
・

上
町　

人
形
／
神
功
皇
后（
じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
）

仲
町　

人
形
／
神
武
天
皇（
じ
ん
む
て
ん
の
う
）

宮
本
町　

人
形
／
日
本
武
尊（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）

泉
町　

人
形
／
武
内
宿
禰（
た
け
の
う
ち
の
す
く
ね
）

南
本
町　

人
形
／
連
獅
子（
れ
ん
じ
し
）

諏
訪
町　

人
形
／
太
田
道
灌（
お
お
た
ど
う
か
ん
）

台
町　

人
形
／
素
盞
鳴
尊（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）

本
町　

人
形
／
石
橋（
し
ゃ
っ
き
ょ
う
）

七
軒
町　

人
形
／
加
藤
清
正（
か
と
う
き
よ
ま
さ
）

照
若
町　

人
形
／
桃
太
郎（
も
も
た
ろ
う
）

本
庄
ま
つ
り

中
山
道
一
の
山
車
祭
り
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伝統を守る
まつりの数々

本
庄
祇
園
ま
つ
り

セ
イ
ヤ
ッ
！ 

セ
イ
ヤ
ッ
！ 

威
勢
の

い
い
か
け
声
に
、
熱
気
と
興
奮
を

呼
ぶ
『
祇
園
ま
つ
り
』。
多
数
の
み

こ
し
が
市
内
を
巡
行
し
ま
す
。

産
泰
神
社
大
祭

産
泰
様
は
安
産
の
神
様
。
出
産
を
控
え
た
女
性
は
底
の
抜
け

た
柄
杓
（
ひ
し
ゃ
く
）
を
奉
納
し
安
産
を
祈
願
し
、
一
方
、
出

産
を
望
む
女
性
は
底
の
あ
る
柄
杓
を
納
め
て
祈
願
し
ま
す
。

毎
年
４
月
４
日
、
故
郷
の
春
を
告
げ
る
珍
し
い
お
祭
り
で
す
。

金か
な
さ
な
じ
ん
じ
ゃ
か
ぐ
ら

鑚
神
社
神
楽
（
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
）

金
鑚
神
社
に
は
本
庄
組
・
宮
崎

組
・
杉
田
組
の
３
組
の
神
楽
が

あ
り
ま
す
。
地
方
で
は
珍
し
い

「
免
許
状
」
制
を
持
ち
、
と
も

に
一
社
相
伝
の
神
代
神
楽
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
祭
礼

な
ど
で
奉
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
寛
霊
場
大
祭

普
寛
霊
場
に
は
御
嶽
教

の
開
祖
・
普
寛
上
人
の

墓
が
あ
り
ま
す
。
普
寛

上
人
は
、
木
曽
御
嶽
表

山
道
王
滝
口
開
山
の
密

教
行
者
で
数
々
の
奇
跡

に
恵
ま
れ
た
人
で
、
そ

の
人
物
の
遺
徳
を
偲
ん

で
春
４
月
10
日
、
秋
10

月
10
日
、
全
国
か
ら
信

者
が
集
ま
り
「
刃
渡
り
」

や「
火
渡
り
」の
荒
行
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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台
町
の
獅
子
舞
（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

今
日
「
本
庄
祇
園
ま
つ
り
」
と
言
え
ば
中
山
道
を
練
り

歩
く
神
輿
パ
レ
ー
ド
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
の
ま
つ
り
は
、
台
町
八
坂
祭
（
台
町
の
獅
子
舞
）
を

指
し
ま
し
た
。「
こ
の
獅
子
頭
を
雨
乞
い
す
る
と
必
ず

雨
が
降
る
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
雨
乞
い
獅
子
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
本
庄
区
内
に
は
今
井
金
鑚

神
社
・
仁
手
諏
訪
神
社
の
獅
子
舞
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

市
指
定
文
化
財
と
し
て
大
切
に
伝
え
育
ま
れ
て
い
ま
す
。



こだまに響く、
　　　祭囃子

こ
だ
ま
夏
ま
つ
り

旧
町
内
か
ら
９
基
の
神
輿

が
繰
り
出
し
、
に
ぎ
や
か

に
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

こ
だ
ま
秋
ま
つ
り

４
基
の
山
車
・
屋
台
が
繰

り
出
し
、
に
ぎ
や
か
に
町

内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

東
小
平
獅
子
舞
（
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
）

元
禄
12
年
よ
り
皆
野
地
方
に
伝
わ
り

来
た
獅
子
舞
が
小
平
に
入
り
、
成
身

院
覚
桑
上
人
に
渡
り
管
理
さ
れ
、
疫

病
の
厄
払
い
と
干
ば
つ
の
雨
乞
い
等

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

吉
田
林
獅
子
舞

（
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
）

文
政
９
年
の
頃
よ
り

起
こ
り
、
そ
の
後
悪

疫
流
行
の
厄
払
い
と

干
ば
つ
の
際
の
雨
乞

い
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。

金
鑚
神
楽
太
駄
組

（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

武
蔵
二
の
宮
金
鑚
神
社
の
附
属
神
楽
と
し

て
、
鎌
倉
時
代
に
神
楽
田
楽
等
勃
興
と
共

に
神
社
特
有
の
神
楽
が
組
織
さ
れ
た
も
の

の
流
れ
を
汲
ん
で
い
ま
す
。
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江
戸
時
代
の
国
学
者
塙
保
己
一
（
１
７
４
６
〜

１
８
２
１
）
は
７
歳
の
時
に
失
明
し
、
15
歳
で
江

戸
に
出
て
雨
富
検
校
の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
賀
茂
真
淵
ら
の
よ
き
学
者
に
指
導
を
受
け

国
学
を
研
究
し
、
寛
政
５
年
（
１
７
９
３
）
に
幕

府
に
願
っ
て
和
学
講
談
所
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、

全
６
６
６
冊
に
も
及
ぶ
叢
書
「
群
書
類
従
」
の
編

纂
刊
行
者
と
し
て
有
名
で
す
。
盲
目
で
あ
り
な
が

ら
、
国
学
者
と
し
て
活
躍
し
、
わ
が
国
の
国
学
史

上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
９
月
12
日
に
は
、

塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

塙保己一記念館
平成27年開館。館内には塙保己一の
遺品及び関係資料を展示し、保己一の
業績をわかりやすく解説しています。
また、展示品には母手縫いの巾着をは
じめとして貴重な資料を展示していま
す。それらの遺品及び関係資料は県の
文化財に指定されています。

塙保己一旧宅
塙保己一が生まれてから
15歳で江戸に上るまでの
幼少期を過ごした家で、
国の史跡に指定されてい
ます。建物は木造２階建
て、屋根は入母屋造り、
カヤ葺で、ほぼ旧観が保
たれています。この地方
によく見られる一般的な
農家です。国指定史跡。

塙保己一史料館　社団法人　温故学会
塙保己一の偉業を顕彰するとともに、その膨大な遺産である
版木の保存を目的として、国文学者：芳賀矢一、保己一の曾孫：
塙忠雄、渋沢栄一らの主導により建設されました。かのヘレ
ン・ケラー女史は保己一を深く敬愛しており、来日したときは

真っ先にこの温故
学会を訪れたとい
います。

東京都渋谷区東
2-9-1
電話
03-3400-3226

●開館時間
　9:00～16:30
●休館日
　月曜、年末年始
●料金
　無料
●電話番号
　0495-72-6032
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江
戸
時
代
、
中
山
道
最
大
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
、
そ
し
て
明
治
時
代
に
は
、
養
蚕
製
糸
の
ま
ち

と
し
て
栄
え
た
本
庄
。

　

ま
ち
の
歴
史
を
語
る
建
造
物
が
、
い
ま
も
佇
ん

で
い
ま
す
。

　

宿
場
町
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
こ
の
あ
た
り

は
、
現
在
も
道
沿
い
や
路
地
に
、
蔵
作
り
や
レ
ン

ガ
造
り
の
倉
庫
等
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
テ
レ
ビ
等
の
撮
影
も
行
わ
れ
て
お
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
写
真
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
村
本
陣
の
門

寛
永
年
間
に
で
き
た
本
庄
宿
・
北
本

陣
は
田
村
本
陣
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
、
門
だ
け
が
復
元
移
築
さ

れ
当
時
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
が
、

皇
女
和
宮
が
江
戸
に
迎
え
ら
れ
る
途

中
宿
泊
し
た
と
い
う
記
録
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
指
定
文
化
財
。

旧
本
庄
郵
便
局

（
現
・
仲
町
郵
便
局
）

昭
和
９
年(

１
９
３
４)

に
建
て

ら
れ
、
木
造
２
階
建
て
、
外
観

を
タ
イ
ル
張
り
に
し
た
局
舎
は
、

当
時
世
界
的
に
流
行
し
た
ア
ー

ル
デ
コ
調
の
装
飾
が
階
段
の
手

す
り
な
ど
に
採
用
さ
れ
、
独
特

の
風
格
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
ま

す
。
国
登
録
有
形
文
化
財
。

諸
井
家
住
宅

明
治
13
年(

１
８
８
０
）
に
建
て

ら
れ
、
外
観
は
瓦
葺
き
町
屋
風

で
す
が
、
居
間
の
ア
ー
チ
型
窓

に
は
色
ガ
ラ
ス
を
は
め
こ
み
、

壁
と
一
体
に
な
っ
た
漆
喰
の
ア

ー
チ
型
天
井
に
は
木
の
葉
模
様

が
あ
る
円
形
の
漆
喰
火
掛
け
。

ま
た
、
郵
便
取
り
扱
い
所
と
し

て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
県
指

定
文
化
財
。

金か
な
さ
な鑚

神
社

金
鑚
神
社
に
は
た
く
さ
ん
の
文

化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
極

彩
色
漆
塗
り
の
権
現
造
り
社
殿

は
大
門
と
と
も
に
市
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
幣
殿
に

は
本
庄
宿
の
武
正
南
廬
、
小
倉

紅
於
な
ど
、
郷
土
画
家
に
よ
っ

て
奉
納
さ
れ
た
み
ご
と
な
天
井

絵
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
庄
宿
探
訪

中
山
道
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旧
本
庄
商
業
銀
行
の

煉
瓦
造
倉
庫

繭
や
生
糸
を
担
保
と
し
て
保
管

し
て
お
く
倉
庫
と
し
て
、
明
治

29
年(

１
８
９
６)

に
建
築
。
繭

を
保
管
す
る
の
で
通
気
を
よ
く

す
る
た
め
、
左
右
対
称
の
位
置

に
配
置
さ
れ
た
窓
に
は
、
網
戸

と
鉄
扉
を
設
け
て
い
ま
す
。
国

登
録
有
形
文
化
財
。

旧
本
庄
警
察
署

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

明
治
16
年(

１
８
８
３)

に
本
庄
警
察

署
と
し
て
建
築
さ
れ
た
こ
の
建
物
は
、

警
察
署
と
し
て
全
国
的
に
も
数
少
な

い
明
治
建
築
物
で
す
。
永
年
に
わ
た

っ
て
改
造
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
55

年(

１
９
８
０)

に
復
元
さ
れ
、
市
立

歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
一
般
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。漆
喰
塗
大
壁
造
り
で
、

二
階
ベ
ラ
ン
ダ
や
列
柱
、
半
円
形
窓

な
ど
に
も
明
治
の
文
化
の
薫
り
が
漂

い
ま
す
。
県
指
定
文
化
財
。



駐車場 寺社入口

県・市・指定文化財／登録有形文化財

トイレ

ハローワーク

テニスコート

本庄郵便局

七軒町会館

本町
会館

はにぽんプラザ
（市民活動交流センター）

本庄西小学校

児玉郡市消防本部
本庄分署

本庄市役所

本庄
西中学校

宮本・蔵の街

本庄市立
図書館

レンガ造り民家

元小山川

レンガ倉庫
蔵造り

至高崎

至本庄児玉IC

至伊勢崎至伊勢崎

JR高崎線
至熊谷

旧中
山道

あさひ通り

銀
座
通
り

県
道
本
庄
・
寄
居
線（
十
間
通
り
）

国
道
４
６
２
号
線（
金
鑚
通
り
）

三交通り

本庄駅

養
蚕
製
糸

若泉第二公園
若泉第一公園
阿夫利天神社

普寛霊場
（大黒天）
普寛上人の墓

小倉家の
墓碑群

旧本庄商業銀行
煉瓦倉庫

仲町郵便局

諸井家住宅

本庄城址

愛宕神社
のケヤキ

小笠原信嶺夫妻の墓

歴史民俗資料館
（旧本庄警察署）

田村
本陣の門

城山稲荷神社
ケヤキ、ヤブツバキ

山門

カヤ、大門、社殿
クスノキ

茂木小平翁頌徳碑

円心寺（福禄寿）
えんしんじ

大正院（銭洗い弁財天）
だいしょういん

泉林寺
（寿老人）

せんりんじ

開善寺（布袋尊）
かいぜんじ

安養院
（毘沙門天）

あんよういん

ふかんれいじょう

金鑚神社（恵比須尊）
かなさなじんじゃ

佛母寺（銭洗い弁財天）
ぶつもじ

慈恩寺
（銭洗い
 弁財天）

じお んじ

城立寺
（大黒尊天）

じょうりゅうじ

　

本
庄
の
七
福
神
は
、
旧
中
山
道
沿
い

を
中
心
に
点
在
す
る
10
寺
社
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
距
離
は
約
４
㎞
、
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
２
時
間
半
ほ
ど
で
廻
れ
ま

す
。
コ
ー
ス
内
に
は
、
本
庄
が
中
山
道

の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
こ
ろ
、
繭
の

集
散
地
と
し
て
賑
わ
っ
た
こ
ろ
の
面
影

を
残
す
文
化
財
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開運を祈願して、
歩いてみよう！

12

大黒尊天（城立寺）
本庄二大黒尊天の一つ。インドの神と日本の
大国主命を合体させた神。五穀豊穣、財福の
神として有名です。

寿老人（泉林寺）
中国の神で寿老神とも書きます。長寿と健康
を授ける神として信仰されています。

大黒天（普寛霊場）
本庄二大黒天の一つ。右手には打ち出の小槌、左手には福
袋を持ち、食物・財福を司る神として信仰されています。

恵比須尊（金鑚神社）
七福神では唯一の日本の神。商売繁盛、漁の
保護神として信仰を集めています。

布袋尊（開善寺）
中国の神で、七福神の中で唯一実在した布袋
和尚。福徳円満をもたらすと言われています。

銭洗い弁財天（佛母寺）
本庄三弁天の一つ。よどみなく流れる弁天様
の声には寿命増益の利があるとされています。

福禄寿（円心寺）
年齢数千才と言われる中国の神。長寿と
幸運を招く神として信仰されています。

毘沙門天（安養院）
インドの神で多聞天（たもんてん）とも言います。
四天王の一つで北の守り神。知恵と勇気を授けます。

銭洗い弁財天（大正院）
本庄三弁天の一つ。七福神唯一の女神で、学
問・芸術・弁舌・才知の神と言われています。

銭洗い弁財天（慈恩寺）
本庄三弁天の一つ。竜の口から出る水で銭を
洗うと財宝に恵まれると言われています。

13



本庄児玉IC

国
道
46
2

国
道
4
6
2

国道17

関
越
自
動
車
道

国
道
254

児
玉
駅

本庄早稲田駅

JR上越新幹線

JR高崎線 本庄駅

小山川

JR八
高
線

3
4

5
6

7

1

2

31
1110

8

9
30

27

一番札所
成身院百体観音堂

九番札所
円通寺

七番札所
天龍寺

三番札所
法養寺

四番札所
玉蔵寺

六番札所
浄眼寺

五番札所
實相寺

八番札所
長谷観音堂

二番札所
普明寺

十番札所
直正寺

十一番札所
本覚院

三十番札所
渕龍寺

二十七番札所
龍清寺

三十一番札所
長泉寺

19十九番札所
宥勝寺

20

二十番札所
正観寺

三番札所 法養寺

　

児
玉
三
十
三
霊
場
の

起
こ
り
は
古
く
、
天
明

３
年
の
浅
間
山
の
大
爆

発
の
犠
牲
者
を
弔
う
た

め
に
寺
院
巡
拝
が
行
わ

れ
た
の
が
起
こ
り
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
霊
場
所
在
地
は
、
本
庄

市
に
18
ヶ
所
、
美
里
町
に
８
ヶ
所
、
上
里
町
に

５
ヶ
所
、
神
川
町
に
２
ヶ
所
、
計
33
の
寺
院
が

あ
り
ま
す
。

児
玉
三
十
三
霊
場

四番札所 玉蔵寺

一番札所
成身院百体観音堂

14

ど
こ
か
懐
か
し
い
風
景
の
中
、
児
玉
路
を
歩
く

二番札所 二番札所 普明寺普明寺

国道462

県
道
秩
父
児
玉
線

32

29
二十九番札所
光福寺

三十二番札所
光福寺

十番札所 直正寺

二十七番札所 龍清寺二十九番札所 光福寺三十二番札所 光福寺

十九番札所 宥勝寺二十番札所 正観寺

三十一番札所 長泉寺

七番札所 天龍寺

八番札所 長谷観音堂

15

五番札所 實相寺六番札所 浄眼寺

三十番札所 渕龍寺

十一番札所 本覚院

九番札所 円通寺



若
泉
公
園
の
サ
ク
ラ

１
３
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
古
木
が
ト
ン

ネ
ル
状
に
咲
き
揃
い
、
川
面
に
浮
か
ぶ
無
数

の
花
び
ら
が
春
の
情
緒
を
醸
し
出
し
ま
す
。

城
山
稲
荷
神
社
の
サ
ク
ラ

本
庄
城
址
に
連
な
る
城
下
公

園
内
に
あ
る
城
山
稲
荷
神
社

に
は
、
80
本
の
サ
ク
ラ
が
咲

き
誇
り
ま
す
。

雉
岡
城
跡
の

サ
ク
ラ

埼
玉
県
指
定
史
跡

の
雉
岡
（
き
じ
お

か
）
城
跡
は
、
城

山
公
園
と
も
言
わ

れ
、
３
０
０
本
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
４
月
に
は
、

桜
が
城
跡
全
体
を

覆
う
よ
う
に
咲
き
、

大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

こ
だ
ま
千
本
桜

児
玉
町
を
流
れ
る
小
山
川
河
畔
両

側
に
１
１
０
０
本
の
桜
が
、
５
㎞

に
渡
り
美
し
く
咲
き
誇
り
ま
す
。

４
月
上
旬
に
は
「
こ
だ
ま
千
本
桜

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

間
瀬
湖

湖
を
囲
む
よ
う
に
サ
ク
ラ

が
植
え
ら
れ
、
湖
面
に
映

る
サ
ク
ラ
が
美
し
く
映
え

ま
す
。

サクラ
ボタン
フジ
アジサイ
バラ
マリーゴールド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
花
カ
レ
ン
ダ
ー

華
麗
な
桜
の
競
演
、
い
ず
れ
も
見
事
な
美
し
さ

16

あ
じ
さ
い
の
小こ

み
ち路

林
道
沿
い
1.5
㎞
に
わ
た
り
、

６
０
０
０
本
の
色
と
り
ど

り
の
あ
じ
さ
い
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
山
間
部
に

あ
る
た
め
、
平
地
よ
り
開

花
が
遅
く
「
遅
咲
き
の
あ

じ
さ
い
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
（
本
庄
早
稲
田
駅
前
）

本
庄
早
稲
田
駅
に
隣
接
す
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
丘

に
は
、
１
万
㎡
の
敷
地
に
、
１
０
０
万
株
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
10
月

〜
11
月
上
旬
頃
に
は

オ
レ
ン
ジ
、
黄
色
、

そ
し
て
ワ
イ
ン
レ
ッ

ド
の
花
が
咲
き
誇
り

ま
す
。

立
岩
寺
の
ぼ
た
ん

立
岩
寺
は
ぼ
た
ん
寺
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
、
赤
白

黄
に
紫
な
ど
多
彩
な
ぼ
た
ん
１
３

０
種
１
５
０
０
株
が
見
事
に
咲
き

そ
ろ
い
ま
す
。
住
職
自
ら
中
国
を

旅
し
て
手
に
入
れ
た
緑
色
の
花
が

咲
く
珍
種
「
豆
緑
（
と
う
り
ょ
く
）」

も
あ
り
、
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

の
「
ぼ
た
ん
祭
」
に
は
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
す
。

瑠
璃
ぼ
た
ん
園

敷
地
面
積
１
６
０
０
㎡

に
70
種
、
約
１
３
０

０
株
の
ぼ
た
ん
が
植

栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ぼ
た
ん
園
は
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
方
々
に
よ

り
、
日
頃
か
ら
丹
精

込
め
て
育
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。

四
季
を
彩
る
花
々

ふ
る
さ
と

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

園
内
に
は
50
種
類

の
花
が
植
え
ら
れ
、

四
季
を
通
じ
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
中
央
を
流
れ
る
せ
せ
ら
ぎ
に
沿
っ
て
散
策
路
が
あ
り
、

バ
ラ
の
回
廊
や
鐘
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
花
園
の
丘
な
ど
が
あ

り
、
自
然
散
策
の
で
き
る
市
民
の
憩
い
の
場
で
す
。

骨こ
つ
は
た

波
田
の
藤

長
泉
寺
の
境
内
に
あ
る

こ
の
藤
は
、
樹
齢
六
百

五
十
年
と
推
定
さ
れ
、

藤
棚
の
広
さ
は
約

２
０
０
０
㎡
に
も
及
び

花
房
も
最
長
は
1.5

 

ｍ
の

長
さ
に
達
し
、
白
と
紫

の
見
事
な
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
見
頃
は
５
月
初

旬
で
１
週
間
程
度
。
県

指
定
天
然
記
念
物
。
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玉
蔵
寺旧

配
水
塔

交通アクセス
●お車をご利用の場合
　関越自動車道／練馬I.Cより約50分、本庄児玉I.C下車
●電車をご利用の場合
　東京駅より上越新幹線50分、本庄早稲田駅下車
　上野駅よりJR高崎線80分、本庄駅下車
　高崎駅よりJR高崎線20分、本庄駅下車

広域マップ

本庄市内マップ
H o n j o  G u i d e  M a p

本庄駅周辺マップ

児玉駅周辺マップ



神保原

児玉

丹荘

女堀川

御陣場川

間
瀬
湖

462

462

254

神川町

上里町

いずみ亭

あじさいの小路

二番寺奥の院
岩谷堂

十二天祠

高窓の里

長沖古墳群 秋山古墳群

競進社
模範蚕室

こだまゴ

本覚院

直正寺

光福寺

元田の板石塔婆

虚空蔵尊

成身院百体観音堂

別所厄除観音

普明寺

ごっくん水

不動滝

陣見山

長泉寺 骨波田の藤

本庄サーキット

雉岡城跡

児玉総合公園体育館
エコーピア

総合文化会館セルディ
図書館

龍清寺

アスピアこだま

児玉町庭球場

瑠璃ぼたん園

市立図書館

塙保己一旧宅

石神神社
児玉カントリー
倶楽部

北武蔵カントリー
クラブ

不動山

横隈山

小山川

観光農業センター
ふるさとの森公園

間瀬堰堤･管理橋

児玉高

児玉白楊高

本庄・児玉
ゆっくりぐるりと
ドライブコース

立岩寺（ぼたん寺）

ふるさとフラワーパーク

瑠璃ぼたん園(正楽寺)

塙保己一旧宅(国指定史跡)

セルディ(児玉総合文化会館)

別所厄除観音

虚空蔵尊

本庄サーキット

長泉寺　骨波田の藤(県指定天然記念物）

元田の板石塔婆(県指定文化財)

間瀬堰堤・管理橋(国登録有形文化財)

ふるさとの森公園・観光農業センター

成身院百体観音堂(さざえ堂)

高窓の里

小山川・こだま千本桜

鷺山古墳
(県指定史跡)

宥勝寺
〔荘小太郎頼家供養塔〕
（県指定旧跡）

シルクドーム

本庄総合公園

7.2ｋｍ（16分）

7.5ｋｍ（17分）

3.2ｋｍ（7分）

2.5ｋｍ（5分）

1.0ｋｍ（3分）

2.0ｋｍ（5分）

0.6ｋｍ（2分）

0.3ｋｍ（1分）

2.0ｋｍ（5分）

1.5ｋｍ（3分）

1.8ｋｍ（5分）

徒歩（2分）

徒歩（5分）

2.0ｋｍ（4分）

6.0ｋｍ（8分）

6.0ｋｍ（8分）

1.5ｋｍ（3分）

2.0ｋｍ（4分）

立岩寺（ぼたん寺）
5.5ｋｍ（12分）

約53ｋｍ
車 約３時間 見学含む

23

別所厄除観音

ＪＲ八高線

ＪＲ高
崎
線

上越新幹線

本庄

本庄早稲田

松久

本庄児玉IC

利根川

備前渠

元小山川

川

17

17
17

254

美里町

ゴルフクラブ

こだま温泉
ファミリー
プラザ

鷺山古墳

市民文化会館

ケイアイスタジアム

塚本山古墳群

本庄総合公園

森と泉公園
湯かっこ直売所

宥勝寺
NIST

シルクドーム

立岩寺

下仁手グラウンド

小山川グラウンド余熱利用施設
(湯かっこ)

山王堂グラウンド
老人福祉センター
つきみ荘

利根川自由広場

市立図書館市立図書館

ふるさとフラワーパーク

若泉運動公園

市民体育館

市立図書館

勤労青少年ホーム
保健センター

利根川芝生広場

「あおぞら館」
 本庄農産物直売所

小島南庭球場

早稲田リサーチパーク
早稲田リサーチパーク･コミュニケーションセンター
インキュベーション･オン･キャンパス本庄早稲田

本庄市役所

正観寺

利根グリーンセンター

市民
ギャラリー

本庄警察署

歴史民俗
資料館

はにぽんプラザ

早稲田大学
本庄高等学院

本庄高
本庄東高

本庄第一高

22

本庄・児玉ゆっくりぐるりとドライブコース

立岩寺のぼたんフラワーパーク

宥勝寺（荘小太郎頼家供養塔）

虚空蔵尊

本庄の街並みと赤城山

セルディ(児玉総合文化会館)
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児玉駅

競進社模範蚕室
(県指定文化財)

久米六の井戸

玉蔵寺

八幡神社

玉蓮寺

法養寺（延命地蔵）

御嶽山神社

天龍寺〔銅鐘(県
指定文化財)〕

實相寺

雉岡城跡
(県指定史跡)

旧児玉郵便局

塙保己一記念館

児玉駅

500ｍ（5分）

300ｍ（3分）

400ｍ（4分）

50ｍ（1分）

50ｍ（1分）

500ｍ（5分）

400ｍ（4分）

400ｍ（4分）

250ｍ（3分）

800ｍ
（10分）

600ｍ（6分）

400ｍ（4分）

450ｍ（5分）

350ｍ（４分）

約５.1ｋｍ
徒歩 約１時間30分 見学含む児玉ぶらり旅

コース

旧配水塔
(国登録有形文化財)

462

駐車場

寺社入口

県・市・指定文化財
登録有形文化財

トイレ

至高崎

至伊勢崎
至伊勢崎

至熊谷

旧中
山道

あさひ通り

本
庄
駅
前
通
り

銀
座
通
り

県
道
本
庄
・
寄
居
線（
十
間
通
り
）

（
金
鑚
通
り
）

三交通り

本庄駅

ハロー
ワーク

本庄郵便局

七軒町会館

本町
会館

本庄西
小学校

本庄警察署

本庄市役所

本庄西
中学校

宮本・蔵の街

本庄市立図書館

レンガ造り民家

元小山川

若泉公園

阿夫利天神社

普寛霊場（大黒天）

寺坂橋
賀美橋

小倉家の
墓碑群

旧本庄商業銀行
煉瓦倉庫

愛宕神社

小笠原信嶺夫妻の墓

歴史民俗資料館（旧本庄警察署）

田村本陣の門

本庄城址
城山稲荷神社

八坂神社（台町獅子舞）

大正院（銭洗い弁財天）

山門

カヤ、大門、社殿
クスノキ

茂木小平翁頌徳碑

円心寺（福禄寿）

泉林寺（寿老人）

開善寺（布袋尊）

安養院（毘沙門天）

金鑚神社（恵比須尊）

佛母寺（銭洗い弁財天）

慈恩寺（銭洗い弁財天）

城立寺（大黒尊天）

仲町郵便局

はにぽんプラザ

諸井家住宅

レンガ倉庫
蔵造り

本庄駅

大正院（七福神=銭洗い弁財天）

円心寺（七福神=福禄寿）

本庄城址
城山稲荷神社〔境内のケヤキ（県指定天然記念物）〕

八坂神社〔台町獅子舞
（県指定無形民俗文化財）〕

本庄市役所

城立寺（七福神=大黒尊天）

仲町郵便局（国登録有形文化財）
諸井家住宅（県指定文化財）

愛宕神社

開善寺（七福神=布袋尊）

寺坂橋(埼玉県一古い石橋）

賀美橋・名勝 若泉公園

阿夫利天神社

普寛霊場〔普寛上人の墓
（市指定文化財）〕（七福神=大黒天）

慈恩寺（七福神=銭洗い弁財天）

田村本陣の門
歴史民俗資料館〔旧本庄警察署
（県指定文化財）〕

安養院（七福神=毘沙門天）

700ｍ（9分）

300ｍ（3分）

400ｍ（4分）

200ｍ（2分）

400ｍ（5分）

850ｍ（13分）

400ｍ（5分）

150ｍ（2分）

150ｍ（2分）

300ｍ（4分）

100ｍ（1分）

100ｍ（1分）

100ｍ（1分）

200ｍ（3分）

100ｍ（1分）

150ｍ（2分）

佛母寺(七福神=銭洗い弁財天）
550ｍ（7分）

金鑚神社（七福神=恵比須尊）
〔境内のクスノキ（県指定天然記念物）〕

150ｍ（2分）

宮本・蔵の街
250ｍ（3分）

本庄市立図書館
150ｍ（2分）

旧本庄商業銀行煉瓦倉庫
（国登録有形文化財）

350ｍ（4分）

泉林寺(七福神=寿老人)
200ｍ（2分）

800ｍ（11分）

本庄駅

約7.0ｋｍ
徒歩 約２時間30分 見学含む

本庄宿ぶらり旅
コース

本庄宿ぶらり旅コース & 児玉ぶらり旅コース

八幡神社

阿夫利天神社寺坂橋

254

254

法養寺

児玉局

旧児玉郵便局

競進社模範蚕室

児玉駅

浄眼寺

竜台院

信覚寺
東福院

児玉支所
北入口

児玉支所
南入口

金屋

本町

仲町

児玉駅
入口

児玉高校
入口

JA児玉
支店入口

JA
児玉教育
会館（南）

雉岡城跡

實相寺

弁天神社

種池神社

アスピアこだま
塙保己一記念館

玉蔵寺

久米六の井戸

御嶽山神社

玉蓮寺

八幡神社

旧配水塔

児玉中

児玉高

児玉小

天龍寺



澄
ん
だ
水
を
た
た
え
た
湖

緑
あ
ふ
れ
る
公
園

こ
こ
は
自
然
の
楽
園

サ
ク
ラ
と
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
の

名
所
・
間
瀬
湖

間
瀬
川
を
堰
き
止
め
て
造
っ
た
間
瀬
湖
は
、

昭
和
12
年
に
竣
工
し
た
灌
漑
用
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
で
、
現
在
も
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
日
本
百
景
に
指
定
さ
れ
て
い

る
ほ
ど
周
囲
の
環
境
は
抜
群
で
、
桜
の
名
所

と
し
て
も
有
名
で
す
。
湖
畔
に
映
え
る
４
月

上
旬
の
桜
は
訪
れ
る
観
光
客
を
和
ま
せ
ま
す
。

ま
た
、
ヘ
ラ
ブ
ナ
の
釣
り
場
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
関
東
一
澄
ん
で
い
る
と
定
評

の
あ
る
水
は
、
水
中
の
ウ
キ
の
動
き
が
見
え

る
ほ
ど
の
透
明
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

間
瀬
堰
堤
と
管
理
橋
は
国
登
録
有
形
有
形
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
森
公
園

百
体
観
音
堂
周
辺
の
約
2.6 

ha
の
自
然
豊

か
な
公
園
。
緩
や
か
な
傾
斜
に
芝
生
や

樹
木
が
植
え
ら
れ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広

場
が
あ
り
、
休
日
と
も
な
る
と
、
家
族

づ
れ
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、

森
林
浴
等
も
楽
し
め
四
季
折
々
の
花
が

咲
き
ま
す
。
芝
生
の
広
場
で
は
、
子
供

た
ち
が
の
び
の
び
と
遊
べ
ま
す
。

観
光
農
業
セ
ン
タ
ー

百
体
観
音
堂
の
南
に
あ
り
、
観
光
案
内

や
近
隣
農
家
の
生
産
物
直
売
所
も
あ
り

ま
す
。

成
身
院
百
体
観
音
堂

児
玉
三
十
三
霊
場
の
一
番
札
所
。
通
称

「
さ
ざ
え
堂
」
と
呼
ば
れ
、
三
層
二
階
建

て
の
珍
し
い
建
築
で
す
。
一
層
に
秩
父

三
十
四
カ
所
、
二
層
に
は
坂
東
三
十
三

カ
所
、
三
層
に
は
西
国
三
十
三
カ
所
霊

場
の
観
音
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
明
３
年
に
起
き
た
浅
間
山
大
噴
火
の

犠
牲
者
供
養
の
た
め
寛
政
７
年
頃
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
21
年
火
災
で
焼

失
し
、
明
治
43
年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
里 

い
ず
み
亭

地
元
の
農
家
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て

い
る
手
打
ち
そ
ば
の
店
。
１
０
０
％
地
元

産
の
そ
ば
粉
で
つ
く
る
こ
だ
わ
り
の
味
。

事
前
に
予
約

す
れ
ば
ふ
る

さ
と
の
味
伝

承
士
の
指
導

に
よ
り
そ
ば

打
ち
体
験
も

で
き
ま
す
。

高
窓
の
里

か
つ
て
、
養
蚕
業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
に
造
ら
れ
た
高

窓
の
あ
る
養
蚕
農
家
が
、
い
ま
も
数
軒
残
っ
て
い
ま

す
。
屋
根
の
上
に
小
屋
根
が
あ
り
、
蚕
室
の
換
気
用

の
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
高
窓
の
家

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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水押川の曼珠沙華



不
動
滝

ヒ
ノ
キ
を
加
工
し
て
懸
樋
（
か
け
ひ
）
を
作
り
川
の
落
差
を
利
用
し
て
作

っ
た
約
2.5
ｍ
の
滝
と
、
約
10
ｍ
の
断
崖
絶
壁
か
ら
落
ち
て
い
る
滝
が
あ

り
ま
す
。
断
崖
か
ら
落
ち
て
い
る
滝
は
２
月
上
旬
頃
の
厳
寒
期
に
は
滝

が
凍
っ
て
つ
ら
ら
に
な
り
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
景
観
に
な
り
ま
す
。

ご
っ
く
ん
水

「
あ
じ
さ
い
の
小
路
」
の
途
中
に
あ
る
湧
き
水
。
林
道
開
発
の
時
に
湧
き
出
た
水
を
飲
み
や
す
い
よ

う
に
整
備
し
ま
し
た
。
汲
み
に
訪
れ
る
人
が
多
く
埼
玉
県
の
三
名
水
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
谷
堂

弘
法
大
師
開

山
と
い
わ
れ
、

信
仰
利
生
鏡

と
い
う
古
文

書
に
６
０
０

年
ほ
ど
前
に
真
言
宗
の
住
職
が
毎
月
21
日
に

登
山
し
、
五
穀
豊
穣
の
護
摩
を
焚
い
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
レ
ソ
ン
の
自
生
地

小
山
川
上
流
（
本
泉
地
区
）
に
は
、
毎
年
ク
レ

ソ
ン
が
自
生
し
、
淡
い
可
憐
な
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
ク
レ
ソ
ン
は
食
用
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
水
質
と
温
度
に
左
右
さ
れ
る
と

言
わ
れ
、
年

に
よ
っ
て
自

生
す
る
場
所

が
移
り
ま
す
。

▲
利
根
の
景
勝

平
成
16
年
に
開
通
し
た

新
坂
東
大
橋
。
端
正
な

橋
の
向
こ
う
に
沈
む
夕

陽
、
利
根
川
の
堤
防
か

ら
眺
め
る
美
し
い
洛
陽

の
風
景
は
見
る
人
の
心

を
奪
い
ま
す
。

赤
城
の
山
容
▼

市
街
地
か
ら
北
を
望
む

と
、
悠
々
と
横
た
わ
る

赤
城
山
の
姿
が
一
望
で

き
ま
す
。そ
の
山
容
と
、

空
と
雲
、
表
情
豊
か
な

自
然
の
展
望
も
本
庄
の

自
慢
の
一
つ
で
す
。

自
然
散
策

豊
か
な
自
然
を
、
カ
ラ
ダ
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
よ
う
。

とっておきの
ビューポイント
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宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
面
影
を
訪
ね

歴
史
散
策
を
楽
し
も
う

児
玉
町
旧
配
水
塔

（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

昭
和
６
年
に
建
設
さ
れ
た
こ

の
配
水
塔
は
、
当
時
旧
児
玉

町
内 

５
０
０
０
人
に
水
道
水

を
供
給
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
高
架
水
槽
で
、
外
見
は

塔
型
で
内
部
の
上
層
に
水
槽

を
設
け
、
下
層
に
ポ
ン
プ
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
全
高
は

17
ｍ
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、

水
道
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

荘
小
太
郎
頼
家
供
養
塔

（
県
指
定
旧
跡
）

児
玉
党
の
祖
・
遠
峰
維
行
か
ら
６
代
目
に
あ
た

り
、
一
ノ
谷
の
合
戦
で
戦
死
。
夫
人
の
妙
清
禅

尼
が
宥
荘
寺
と

供
養
塔
を
建
立

し
、
そ
の
冥
福

を
祈
っ
た
と
伝

わ
り
ま
す
。
宥

勝
寺
墓
地
内
に

あ
り
ま
す
。

円
心
寺
の
山
門

（
市
指
定
文
化
財
）

天
明
年
間
に
建
立
さ
れ
た
赤
い
山

門
で
、
三
間
一
戸
の
重
層
構
造
に

な
っ
て
お
り
安
定
感
の
あ
る
美
観

を
重
視
し
た
意
匠
を
施
し
て
い
ま

す
。

城
山
稲
荷
神
社
の
ケ
ヤ
キ（
県
指
定
天
然
記
念
物
）

弘
治
２
年
（
１
５
５
６
）、
本
庄
城
主
の
本
庄
実
忠
が
築
城

に
あ
た
っ
て
献
木
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
樹
高
30

ｍ
、
根
回
り
13
・
３
ｍ
に
及
び
、
こ
の
１
本
で
神
社
の
森
を
作

っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

金
鑚
神
社
の
ク
ス
ノ
キ（
県
指
定
天
然
記
念
物
）

樹
高
20
ｍ
、
東
西
約
30
ｍ
に
枝
を
張
る
大
ク
ス
ノ
キ
。

北
関
東
で
も
第
一
の
大
樹
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
寛
永

16
年
（
１
６
３
９
）、
本
庄
城
主
小
笠
原
掃
部
太
夫
信

嶺
の
孫
、
忠
貴
が
神
社
建
立
の
際
に
献
木
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

愛
宕
神
社
の
ケ
ヤ
キ
（
市
指
定
天
然
記
念
物
）

愛
宕
神
社
は
、

旧
開
善
寺
境

内
に
あ
る
古

墳
上
に
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

１
５
９
１
年

本
庄
城
主
小

笠
原
信
嶺
が

勧
請
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
殿
に
至
る
石

段
の
左
手
に
あ
る
ケ
ヤ
キ
は
神
木
と
さ
れ
て
お
り
、

根
元
か
ら
南
北
二
樹
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
南
樹

は
目
通
り
４
ｍ
、
北
樹
は
目
通
り
4.3
ｍ
。

鷺
山
古
墳
（
県
指

定
史
跡
）

４
世
紀
前
半
頃
に
築
造

さ
れ
た
全
長
60
ｍ
の
県

内
最
大
で
最
古
級
の
前

方
後
方
墳
で
す
。
前
方

部
が
左
右
対
称
に
撥
形

に
開
く
古
式
の
形
態
が

特
徴
で
す
。

安
養
院
（
市
指
定
文
化
財
）

本
庄
宿
で
最
も
大
き
な
木
造
建
築
物

で
、
総
門
、
山
門
、
本
堂
は
安
養
院

伽
藍
と
し
て
市
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
、
本
庄
宿

の
旅
籠
の
主
・
小
倉
紅
於
と
交
遊
の

あ
っ
た
渡
辺
崋
山
な
ど
の
句
や
書
を

後
世
に
残
す
た
め
石
碑
と
し
た
「
小

倉
家
の
墓
碑
群
」
も
あ
り
ま
す
。

競き
ょ
う
し
ん
し
ゃ
も
は
ん
さ
ん
し
つ

進
社
模
範
蚕
室
（
県
指
定
文
化
財
）

養
蚕
技
術
の
改
良
に
一
生
を
捧
げ
た
木
村
九
蔵

が
明
治
27

 

年
に
競
進
社
伝
習
所
内
に
建
て
た
も

の
。
基
壇
構
え
の
中
２
階
建
て
、
瓦
葺
き
切
妻

造
り
高
窓
付
き
で
、
換
気
に
特
に
気
を
配
り
、
温

暖
飼
育
法
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
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本
庄
総
合
公
園

本
庄
市
で
は
最
大
の
公
園
で
、

市
民
は
も
と
よ
り
広
域
的
な
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

振
興
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
球

場
や
こ
ど
も
広
場
『
わ
ん
ぱ
ー

く
』、
新
体
育
館
『
シ
ル
ク
ド
ー

ム
』
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
万
人
の
観
客
を
収
容
で

き
る
ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

は
、
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
・

リ
ー
グ
公
式
戦
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。

　のんびり、ゆったり、
　　　  温泉で憩う

こ
だ
ま
温
泉
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ

地
下
９
０
０
ｍ
か
ら
湧
出
す
る
温
泉
は
、
１
時

間
に
11
ｔ
と
い
う
豊
富
な
湯
量
が
自
慢
で
す
。

大
浴
槽
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
、
気
泡
浴
槽
の
３
つ

の
湯
船
が
並
ぶ
大
浴
場
の
湯

は
常
時
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

浴
場
は
和
風
の
「
和
の
湯
」
と

洋
風
の
「
憩
い
の
湯
」が
あ
り
、

男
女
が
日
替
わ
り
交
替
制
。

大
き
な
露
天
風
呂
も
魅
力
で

す
。
食
事
処
、
大
広
間
、
禁

煙
休
憩
室
、
個
室
な
ど
も
完

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

湯
か
っ
こ

余
熱
利
用
施
設
「
湯
か

っ
こ
」
は
、
小
山
川
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

ご
み
の
焼
却
に
よ
る

余
熱
を
有
効
利
用
し

た
プ
ー
ル
・
温
浴
施

設
で
す
。
人
工
カ
ル

シ
ュ
ー
ム
温
泉
風
呂
、

打
た
せ
湯
、
ジ
ェ
ッ

ト
・
泡
湯
、
露
天
風

呂
、
薬
湯
、
ミ
ス
ト

サ
ウ
ナ
が
あ
り
ま
す
。
25
ｍ
プ
ー
ル
、
幼
児
用

プ
ー
ル
と
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
あ
り
、
水
着
の
ま
ま

浴
場
へ
行
け
ま
す
。

こだまゴルフクラブ

北武蔵カントリークラブ 児玉カントリー倶楽部

本格的なスポーツ施設で
汗を流す

S P O R T S &  L E I S U R E

自然の風に吹かれて
プレーを楽しむ
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児
玉
な
す

児
玉
地
区
産
の
な
す

は
、
全
国
に
知
ら
れ

る
ブ
ラ
ン
ド
な
す
。

煮
て
良
し
、
焼
い
て

良
し
、
生
で
も
良
し
。

な
す
は
野
菜
の
王
様

で
す
。

本
庄
市
は
埼
玉
県
有
数
の
農
業
が
盛
ん
な
地
。

大
地
の
恵
み
と
伝
統
の
技
と
味
を
、

お
土
産
に
ど
う
ぞ
。

特
産
品

レ
タ
ス

３
〜
４
月
に
生
産
さ
れ
る
本
庄
・
児
玉

地
区
の
レ
タ
ス
は
、
寒
い
冬
を
乗
り
越

え
て
甘
み
を
し
っ
か
り
蓄
え
ま
す
。

新
鮮
な
パ
リ
パ
リ
と
し
た
食
感
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

菓
子

本
庄
市
内
に
は
和
菓
子
・
洋
菓
子
を
合
わ

せ
る
と
、
50
店
舗
以
上
の
菓
子
店
が
あ
り

ま
す
。
旧
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
の
面

影
を
残
す
歴
史
漂
う
お
店
か
ら
、
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
・
焼
き
菓
子
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
・

商
品
開
発
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名
な
名

店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
お
気
に
入
り
の

お
店
を
探
し
て
み
て
下
さ
い
。

児
玉
た
ま
ね
ぎ

児
玉
地
区
産
の
た
ま
ね
ぎ

は
、
埼
玉
県
一
の
生
産
量

を
誇
り
極
早
生
、
早
生
品

種
を
中
心
に
栽
培
し
て
い

ま
す
。
爽
や
か
な
甘
み
を

生
で
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
庄
き
ゅ
う
り

本
庄
地
区
産
の
き
ゅ
う
り

は
、
陽
も
昇
ら
な
い
朝
早

く
か
ら
収
穫
さ
れ
、
そ
の

日
の
う
ち
に
食
卓
に
届
き

ま
す
。
採
れ
た
て
の
新
鮮

な
き
ゅ
う
り
は
、
ひ
と
味

も
ふ
た
味
も
違
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
本
当
の
き
ゅ

う
り
の
味
を
味
わ
っ
て
下

さ
い
。

児
玉
瓦

児
玉
地
区
で
採

取
さ
れ
る
良
質

な
粘
土
に
よ
り

焼
か
れ
た
瓦
は
、

品
質
の
良
さ
が

有
名
で
す
。

本
庄
織
物

本
庄
織
物
は
、
本
庄
お
よ
び
児
玉
郡
下
で
産
す

る
絹
織
物
で
す
。
現
在
で
は
、「
本
庄
絣
」
と
し

て
、
県
の
伝
統
的
手
工
芸
品
の
指
定
産
地
で
す
。

手
く
く
り
絣
・
板
締
絣
・
捺
染
加
工
絣
な
ど
、

単
純
な
絣
柄
か
ら
巧
緻
を
極
め
た
絣
模
様
ま
で
、

幅
広
い
製
品
が
製
造
さ
れ
て
お
り
、
ネ
ク
タ
イ
、

マ
フ
ラ
ー
、
浴
衣
、
名
刺
入
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ

ス
な
ど
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

豆
腐
・
油
揚
げ

極
上
の
大
豆
を
使
っ

て
、
作
り
手
が
伝
え
る

美
味
至
極
の
豆
腐
で

す
。
と
ろ
け
る
よ
う
な

舌
ざ
わ
り
と
、
ほ
の
か

な
甘
さ
を
持
っ
た
上
品

で
繊
細
な
味
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
本
庄
駅
併
設
の
本
庄
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
特
産
品（
本
庄
市
観
光

協
会
推
奨
土
産
品
）の
一
部
商
品
を
取
り
扱
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
庄
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

住
所　

本
庄
市
駅
南
２-
１-
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
９
５-

２
２-
１
６
９
０

営
業
時
間　

９
：
０
０
〜
２
１
：
０
０

休
館
日　

年
末
年
始（
12
／
29
〜
１
／
３
）
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目
指
す
は
学
園
都
市

そ
し
て
創
造
の
ま
ち

　

東
京
駅
か
ら
新
幹
線
で
最

速
49
分
と
い
う
本
庄
早
稲
田

駅
。
周
辺
の
緑
豊
か
な
広
々

と
し
た
環
境
の
中
に
早
稲
田

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
が
あ
り
ま

す
。
早
稲
田
大
学
の
教
育
・
研

究
施
設
や
関
連
す
る
諸
施
設

が
あ
り
、
世
界
の
科
学
技
術

革
新
を
先
導
す
る
研
究
・
開

発
・
交
流
の
拠
点
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

■主要施設一覧
本庄市役所　本庄市本庄3-5-3　ＴＥＬ 0495-25-1111
児玉総合支所　本庄市児玉町八幡山368　ＴＥＬ 0495-72-1331

■レジャー施設
こだま温泉　本庄市児玉町蛭川1051-6　ＴＥＬ 0495-72-8880 
北武蔵カントリークラブ　本庄市児玉町塩谷1000　ＴＥＬ 0495-72-5111
児玉カントリー倶楽部　本庄市児玉町秋山3012　ＴＥＬ 0495-72-7511 
こだまゴルフクラブ　本庄市児玉町入浅見1060　ＴＥＬ 0495-72-5151

■宿泊施設
埼玉グランドホテル本庄　本庄市駅南2-2-1　ＴＥＬ 0495-21-2111
ホテル本庄　本庄市本庄1-1-8　ＴＥＬ 0495-24-8511 
ビジネスホテル壱番館　本庄市本庄2-7-17　ＴＥＬ 0495-21-5311 
ホテルルートイン本庄　本庄市駅南1-4-3　ＴＥＬ 0495-22-1811 
田島屋旅館　本庄市児玉町児玉93-2　ＴＥＬ 0495-72-0011
いやし処 ほてる 寛楽 本庄早稲田駅前　本庄市早稲田の杜2-1-12　ＴＥＬ 0495-25-8088
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地
元
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
が
公

募
審
査
を
経
て
入
居
し
、
早
稲
田

大
学
大
学
院
の
グ
ル
ー
プ
と
共
に
、

産
学
連
携
に
よ
る
新
技
術
や
新
製

品
の
研
究
開
発
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

インキュベーション・オン・
キャンパス本庄早稲田

地
域
全
体
の
連
携
拠
点
と
し
て
、
研

究
開
発
、
人
材
育
成
、
情
報
交
流
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
企
業
や
地
域
住
民

に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
、
産
・
学
・

公
・
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
の
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
中
核
拠

点
で
す
。

早稲田リサーチパーク
コミュニケーションセンター
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